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【目的】】厚朴はホノキオールとマグノロールを含んでおり、半夏厚朴湯エキス顆
粒を構成する 5 種類の生薬の 1 つである。本研究では半夏厚朴湯エキス顆粒に存
在するホノキオール及びマグノロールの HPLC-蛍光検出による定量方法の開発を
目的とした。 
【実験方法】】半夏厚朴湯エキス顆粒 0.04 ｇを量り、水 10 mLを加えた。撹拌及び
遠心分離後、ろ過し、ろ液を回収した。この操作を 10回繰り返した後、集められ
たろ液を混合し、水を加えて 200 mLとした。ホノキオールとマグノロール標準溶
液を調製し HPLC 50 μL HPLC Column: 
C18-MS- Column : :304 nm :340 nm (0~9min、ホノキ
オールの検出) :304 nm :405 nm (9~14min、マグノロールの検出)

:1.0 mL/min : : : =750:250:0.25(v/v/v)
ホノキオール及びマグノロールの保持時間は、それぞれ 7.1 min、

10.7 minであった。標準溶液 ホノキオール及びマグノロール
0.05-1 μg/mL 0.0047 μg/mL 0.0061μg/mL

(S/N=3) 。0.05、0.25及び 1 μg/mL C.V. 5.6%
1.0 g 半夏厚朴湯エキス顆粒 3.3 mg

5.4 mg ることが判明した
90.7-104.8% 半夏厚朴湯エキス顆粒中 ホノキ
オールとマグノロールの


